１．長期、短期の『目標』を持とう新人スタッフ教育を受ける際の心得１０ヶ条


目先のことを覚えることも大切ですが、「どんなスタッフになりたいのか？」「どんな衛生士になりたいのか？」「どんな女性になりたいのか？」という目標設定をしよう！また、１ヶ月、１週間、毎日の目標も持って研修に臨もう！目標無きところに達成なし！

２．メモを取ろう
診療中、研修中には必ずメモを持ち、教わったことはすぐにメモをしましょう。メモを取ることで復習も可能になります。メモをとらずに同じ事を繰り返し聞くのはやめましょう。

３．学ぶ姿勢や聴き方を大切にしよう
理解した時はうなずく、一生懸命メモを取る、積極的に質問する等、全力で学ぶ姿勢を持ちましょう。

４．医院と先輩に感謝をしよう
[bookmark: _GoBack]教えてもらっていることを当たり前と思わずに、感謝の気持ちを持ちましょう。また、言葉でも先輩に感謝を伝えましょう。新人期間は、医院にとっては投資期間。全力で成長することが今の貢献である。

５．素直さを大切にしよう
教わったことは、教わった通りに素直にやってみましょう。また、注意やアドバイスをされたときにも素直に受け入れ、「はい」「ありがとうございます」と気持ちの良い返事をしましょう。

６．研修の前日に予習をし、その日のうちに復習をしよう
実習の前日までに、マニュアルや参考書に目を通して予習をしておきましょう。予習をすることにより、理解が深まります。また、人間は、忘れる動物です。ある実験では、翌日には74%のことを忘れるという結果もあります。学びを定着させるためには、その日のうちの復習が大切です。

７．自ら率先して学ぶ姿勢を持ち、分からないことは質問しよう
積極的に学ぶ姿勢を持ち、練習、勉強に励みましょう。また、自ら質問をする姿勢を大切にし、貪欲に学びを得ましょう。分からないことは、その日のうちに先輩に質問しよう。

８．診療中は、「見て学ぶ」、技術を「盗む」意識を持とう。
診療中も先輩の動きを観察し、見て学ぶ姿勢を持ちましょう。先輩の真似をすることが成長の秘訣です。
また、「挨拶」「返事」「笑顔」など、今でもできることを全力で行うことも大切です。

９．練習癖、勉強癖をつけよう
１年目の勉強癖、練習癖が将来の技術レベルを決めるといっても過言ではありません。あなたの新人の期間は、医院にとっては投資の期間です。まだ技術が未熟である、患者様や医院に大きく貢献できるレベルでないと自覚し、技術習得に励みましょう。

１０．焦らずひとつひとつこなそう！落ち込まない！
歯科医院の仕事は覚えることも多くて大変です。「覚えが悪い」「できるようにならない」と多くの方が最初は悩みます。しかし、ひとつひとつのカリキュラムを真剣にこなせば、そして練習・勉強をすることによって必ず成長することができます。焦らず、目の前のことから着実に頑張っていきましょう！
